
　　≪⑤面会交流支援≫
・昨年度新たに加わった「面会交流支援実施者」を継続的に支援の場に招き、新たに6名のメンバーが加わりました。
・面会交流支援室を増設することについて検討しましたが、現実には至りませんでした。
・面会交流支援「もこ」の概要を見直し、2026年4月1日の改正を目指して、親子交流支援「もこ」要綱として改正しました。
・　2024年度に和光大学の熊上崇教授に招かれた「日本犯罪心理学会第62回大会」　における発表内容が、「犯罪心理学研究　第62巻特別号　日本犯罪心理学第62回
大会発表論文集」に掲載されました。
・子どもアドボカシー学会が発行した「子どもアドボカシー研究　第4号」に、『子どもの権利・意見表明を尊重する面会交流のありかた』和光大学・熊上崇論文の好事例とし
て、こどもステーションの面会交流支援が紹介されました。

　　≪⑦広報・啓発≫
・昨年度に引き続き、支援者養成講座を開催する予定でしたが、実施には至りませんでした。
・つながりのできた企業などに少しずつ「DV防止啓発ステッカー」を配布することができました。DV防止啓発講座への招へいはありませんでした。
本事業を担う支援員（もこママ・専門員）およびボランティアの資質向上と連帯感の醸成を図りました。 外部の専門家を招聘した高度な研修会を通じて、DV、居住支援、
共同親権、子どもの人権といった多角的な視点を養い、現場での実践力と支援員自身のエンパワメントを同時に実現。これにより、地域で活動を応援する層を広げるとと
もに、支援の質を均一かつ高水準に保つ体制を構築しました。
専門員同士が定例的に情報を共有し、困難事例の検証や知見の交換を行うことで、孤立しがちな対人援助職としてのセルフケアとスキルアップを両立できました。 また、
中島幸子氏や葛西リサ氏、岡村晴美氏といった各分野の第一人者を招いた研修には、ボランティアスタッフも参加。組織全体で「今、現場で何が起きているのか」「支援の
最前線はどうあるべきか」という共通認識を深めたことで、ボランティアから実務スタッフへのステップアップを促すなど、人材育成面でも大きな成果がありました。ホー
ムページの充実により、不登校支援などの情報アクセス性も向上し、地域社会への啓発活動も着実に前進しています。

　2025年度事業報告書

2025年(令和7年)４月１日から2026年(令和8年)3月31日まで

特定非営利活動法人こどもステーション

１ 事業実施の方針

子どもを生み育てることに喜びを感じ、子どもたちが生き生きと暮らせる社会を目指して、子育てひろばの運営、DVや親自身の虐待体験、発達に課題のある子どもの育
ちなど、子育てに困難を抱えている親の子育てをサポートすることで、親子が社会に信頼を深め、親子の愛着形成を促進することを目的に事業を推進します。

２．事業実施の成果と課題

　≪①親と子の居場所づくり≫
ボランティアを増やし、子育て広場「もこルーム」開設に合わせ、週1回支援員が配置できるように取り組みました。
緊密な連携と信頼関係の構築により、DV被害母子の安全確保から新生活のスタートまで、切れ目のない包括的支援を実現しました。 シェルター入居前から丁寧に面談
を重ね、入居後も被害による心理的ダメージが深い母子に対し、延べ153人のスタッフを投入して同行支援や託児を伴うケアを継続しました。単なる「場所の提供」に留
まらず、家裁、行政、弁護士、不動産等への同行を通して一つひとつのハードルを共に乗り越え、最終的には本人の意思が最大限に尊重された形での住居確保と自立へと
繋げることができました。
困難を抱える母子に対し、必要が生じた際に即座かつ集中的なリソース投入を行いました。同行支援の際に、チャイルド・アドボカシー（子どもの権利擁護）を基盤とした託
児を並行したことで、お母様が自身の将来や手続きに集中できる環境を整え、お子様への二次的な不安も軽減できました。「本人の意思を徹底的に尊重する」という支援
方針を貫いたことで、入居者が納得感を持って自立へと踏み出せたことは、本事業の大きな成果です。

　≪④子ども・若年支援≫
・不登校の親の会とともに、不登校の子どもの会を9月より、かんがる～塾さんと連携して、試行的に実施しました。
不登校・ひきこもり状態にある子ども・若者とその保護者に対し、ピアサポート（親の会）と居場所提供の両面からアプローチし、孤独感の解消と自己肯定感の向上を図り
ました。 特に関係機関との連携を強化し、学校への出席扱いの実現や、地域の支援者間でのノウハウ共有を行うことで、個別の課題解決から地域全体の支援体制の底上
げまで、多層的な成果を上げることができました。
・1月に開催した講演会では地域の不登校支援グループと連携したことで、団体間の横の繋がりが強化されました。講演内容をYouTube動画としてアーカイブ化し、福
山市内の「子どもの居場所運営者」と共有する計画もできています。地域全体の支援の質の向上に寄与できることも重要な成果です。 この活動を通じて、放課後等デイ
サービスや一般の方からの問い合わせが増加しており、不登校支援を核とした「地域の相談窓口」としての信頼が着実に高まっていると確信しています。
・Anaka-anakプログラムを外部からの依頼につなげて実施することができました。
・デートDV防止プログラムの小学生版を1度実施し、メンバーで検証を行い、プログラムを確立することができました。

　≪②保育サポート≫
イコール福山での相談時の託児について、福山市との連携により、託児者を派遣しました。託児者は毎回2名(相談同行の場合は1名)を派遣してきましたが、福山市から
は1名の依頼にとどまりました。

　≪③ひとり親家庭支援≫
食料支援を入口として生活困窮下にあるひとり親家庭と繋がり、孤立を防ぐとともに、親のエンパワメントと子どもの健やかな成長を包括的に支援しました。 継続的な
フードドライブの拡充により、物価高騰に苦しむ世帯へ直接的な安心を届けるとともに、居場所事業（子ども食堂・カフェ・フェスタ）を通じて当事者同士のネットワークを
構築。さらに、FP相談等の専門的支援を組み合わせることで、家計の安定から就労、子どもの進学支援まで、生活の質の向上に直結する成果を上げることができました。
長引く物価高騰とコメ不足の影響を受け、食料支援（もこちゃんパック）への申込が当初の想定（40世帯分）を大幅に上回りましたが、地元スーパー等との長年の信頼関
係を活かした独自の調達ルートにより、発送数を増やして対応しました。この迅速な対応が、困窮家庭のセーフティネットとして機能しました。 体験活動では、日曜日開催
の「いちご狩り」に当事者の呼びかけで新規参加者が増え、学生ボランティアとの交流も生まれるなど、多世代が関わる豊かな居場所となりました。 また、専門家による
家計・教育費相談が、相談者の働き方の具体的なイメージに繋がり、実際の就労（自立）へと結びついたことは、本事業における「エンパワメント」の象徴的な成果です。地
域の他団体との連携による映画上映会も実現し、支援の網を地域全体へと広げることができました。
・一般社団法人tetote様のご協力により、235人の子どもたちに、そのこどもが欲しいプレゼントを届けることができました。
・60の個人・団体様(重複あり)、JSPF助成金によって、53世帯(57人の子どもたち）の2026年春の新入学をお祝いする「入学お祝い金」を届けることができました。
・地域の方のご厚意により、8月にカープ観戦(親子1組)、梨狩り＆バーベキュー(親子8組≪29人≫）をご招待することができました。
・広島県内のひとり親家庭の子どもたちに向けた、「子どもたちに眼鏡を届けるプロジェクト」がスタートし、株式会社パリミキ・株式会社マリモホールディングス・一般社団
法人ソーシャルビジネスバンク様のご提供により、こどもステーションと認定NPO法人キッズドアに繋がる子どもたち24人メガネを届けることができました。3月31日
時点で、19人の子どもたちにメガネ購入チケットををお届けしました。

　　≪⑥相談・アドボケイト≫
生活困窮、不登校、DV被害など、複合的な課題を抱える家庭に対し、相談・カウンセリングからアウトリーチ、生活援助までを一体的に提供し、自立への伴走支援を行いま
した。特に、当事者の居宅に直接入る「整理収納・家計管理・食事づくり支援」やアウトリーチ「てごうし隊」を通じて、従来の相談窓口では捉えきれない家族全体の課題を
可視化し、解決を図りました。専門的な託児支援を併用することで、母子がそれぞれの回復に集中できる環境を整え、家庭全体のエンパワメントを強力に推進しました。
・「てごうし隊」活動に関わる支援員を増やすことはできませんでした。
2年間継続している「てごうし隊」の活動により、地域に細やかな支援の網を広げることができました。訪問をきっかけに構築された「小さな信頼関係」が、その後のカウン
セリングや専門的支援へと繋がる重要な入口となっています。
特に、居宅内での整理収納や食事支援は、家族を丸ごと支援する上で極めて有効であり、生活環境の改善が子どもたちの表情や行動に劇的な変化をもたらす様子を確
認できました。
また、当法人の強みである「母子を適切に分離した専門的託児」を伴う相談体制は、トラウマインフォームドケアの観点からも極めて重要です。お母様が安心して自身の課
題に向き合える環境を提供したことで、相談後に表情が明るく変化する様子が多く見られ、スタッフ・事務局ともに支援の効果を確信しています。



◆事業名 実施 実施 受益対象者の 事業費の

事業内容 ★今年度の新規事業内容 回数／日 場所 範囲及び人数 金額(単位：千円）

75日 もこルーム 106 子育て世帯親子361人

入居日数 51日 もこちゃんのおうち 延べ153日(母2人、子4人)

入居者支援 37回 おうち・関係機関 44

子ども見守り(託児的役割) 17回 おうち・もこルーム 21 入居中の子ども延べ34人

1回 もこルーム 1 依頼者の子ども1

8回 15

イベント託児 1月26日 まなびの館ローズコム 2 子ども1人

イコール託児 7回 イコールふくやま 13 相談時の子ども7人

11回

おしゃべり会・講座 6回 ハートラボ 18 シングルマザー42人

いちご狩り 2回 いちご農園 16 シングル家庭母子221人

バーベキュー会 10月25日 神石高原ティアガルテン 6 シングル家庭母子31人

クリスマス会 12月13日 JA福山　カメリア本館 8 シングル家庭母子75人

離婚前後の親支援プログラム 11月30日 JA福山　カメリア本館 7 シングルマザー6人

子ども見守り・託児 6回 もこルーム 24 シングル家庭の子ども36人

2月21日 神辺市民交流センター 21 シングルマザー40人

子ども見守り・託児 同日 神辺市民交流センター 11 シングル家庭の子ども44人

9回 もこルーム 97 ひとり親家庭親子474人

食品倉庫 1533世帯と300人

フードドライブ 108回 事務所 215 ひとり親家庭477世帯

もこちゃんパック 12回 事務所 36 ひとり親家庭545世帯

(特別カウント)応募世帯数 ひとり親家庭1246世帯

こどもパック 8回 事務所 17 ひとり親家庭463世帯

夏休み応援パック 1回 事務所 2 ひとり親家庭48世帯

フルーツバイキング 6回 もこルーム 57 ひとり親家庭親子300人

5種 5 342人

tetoteクリスマスプレゼント クリスマス頃 1 ひとり親家庭の子ども235人

カープ観戦 8月12日 マツダZOOMスタジアム 1 ひとり親家庭母子2人

2026春新入学お祝い金 3月24日 1 ひとり親家庭母子57人

梨狩り＆バーベキュー 9月21日 世羅農園 1 ひとり親家庭の親子8世帯29人

メガネプロジェクト 1 ひとり親家庭の子ども19人

メールマガジン発行 16回 メールワイズ 16 シングルマザー6082世帯

12回 事務所(ハートラボ） 21 不登校ひきこもりの親延35人

1月26日 まなびの館ローズコム 2 一般・当事者・保護者・関係者など85人

6回 相談室 6 DV被害経験のある児童延べ6人

TF-CBT時の子ども見守り・託児 1回 事務所(ハートラボ） 1 TF-CBT参加のきょうだい1人

5回 9

小学生プログラム 1回 幕山台小学校 1 子ども9人、大人4人

中高大学向け 4回 依頼高校 8 高校4校の生徒855人

他

14回 14

栄養管理・食事づくり支援 14回 当事者宅、キッチン 14 子ども・若年14人

家計管理 0 当事者宅、相談室 0 0

整理収納 0 当事者宅 0 0

食・生活改善支援時の託児 1回 もこルーム 2 若年母の子ども1人

0

11月30日 福山市かんなべ市民交流センター 1 5

0 相談室、学校 0 0

7回 春日コミュニティ館 31 19人

12回 12 面会交流利用の父母638人

257回

◆面会交流支援事業

905

日程調整支援

面会交流支援

◆子ども・若年層支援事業

755

不登校の親の会inかんなべ

TF-CBT

デートDV防止

若年層・子どもくらし改善

他(支援のための連携・相談）

子ども法教育プログラム

子どもからの相談・アドボケイト

Anak-anakプログラム外部実施

その他

不登校関連子どもの人権講演会

◆ひとり親家庭支援事業

7,702

しんぐるまざぁずカフェ

しんぐるまざぁずフェスタ

子ども食堂・もこちゃん

食品支援

その他の支援

情報提供

その他

その他

従事者数
(単位:人)

◆保育サポート事業

12

一時預かり・保育サポートもこ

出張託児

その他

◆親と子の居場所づくり事業

1,369

子育てひろば「もこルーム」

支援付きハウス「もこちゃんのおうち」

≪⑧その他、子育て環境整備≫
・「シングルマザーサポート団体全国協議会（JSPF）広島大会」開催の中心的な運営団体として取組むことができました。
・アウェアデートDV防止プログラム・ファシリテーター全国ネットワーク(アウェアFネット)のプログラム実施の推進支援策として、認定者の見学受入団体の1つに設定され
ました。
・2025年度アウェアFネットフォローアップ講座の実行委員メンバーとして、対面による長野県開催を実現しました。
・福山市男女共同参画フォーラム2025の実行委員(団体)として、ジェンダー平等をめざして福山市内の女性団体及び福山市と共に、「瀧波ユカリさん」をお招きし講演
会を開催しました。
・福山市のコンビニエンスストアに性的な表現が表紙にある雑誌をゾーニングしてもらうための要望を福山市に提出しました。結果は「広島県の条例に従っている」という
回答となり現実とのずれにギャップを感じていますが、活動団体を「コンビニの性的な表現のある雑誌にNO！ 全国ネット」と新たな団体が立ち上がり、署名活動・外国人
アンケート、記者会見を実施しました。

３. 事業の実施に関する事項
（1） 特定非営利活動に係る事業



付添型支援 149回 もこルーム 308 面会交流支援親子474人

受渡型支援 28回 事務所(ハートラボ） 56 面会交流支援親子114人

オンラインによる交流 3回 もこルーム 9 面会交流支援親子12

間接交流支援 2回 郵送など 2 面会交流支援親2人

事前受入れ面談 26回 事務所(ハートラボ） 27 面会交流支援受入面談の親26人

受入れ面談時の子どもアドボケイト 14回 もこルーム及び事務所・当事者宅 21 面会交流支援受入面談の子ども19人

その他の相談(継続に関する） 5回 事務所 6 面会交流支援利用の同居親5人

その他の子どもアドボケイト 5回 もこルーム及び当事者宅 7 面会交流支援利用の子ども6人

面会交流中のAnak-anakプログラ
ム

25回 もこルーム 51 面会交流支援利用の子ども25人

20回 もこルーム及び事務所 51 研修期間中の支援員25人

22回 相談室 32 カウンセリング利用者(大人)32人

カウンセリング時の託児 6回 もこルーム 6 親がカウンセリングを利用時の子ども6人

面談 62回 事務所・もこルーム・相談室 73 訪問された相談(大人)63人

面談による相談時の託児 12回 もこルーム 15 訪問相談時の同伴の子ども14人

電話相談 45回 48 15分以上通話した相談(大人)45人

ZOOM等

LINE

他 ※メールでの相談カウントせず

面会交流初回相談 30回 事務所・相談室・ZOOM 30 面会交流支援「もこ」利用検討中の父母30人

面会交流相談時の託児 3回 もこルーム 4 面会交流相談利用時の子ども4人

男性相談(面会交流支援外） 0回 0

13回 関係機関 15 シェルター入居者以外の親13人

同行支援時の託児 1回 もこルーム 1 シェルター入居者以外の子ども1人

てごうし隊 24回 当事者宅 111 てごうし隊訪問先の親子374人

アウトリーチ支援 79回 当事者宅 100 訪問先79世帯

支援のための連携・相談 34回 関係機関・電話・事務所 35 行政・支援団体等34世帯

18回

栄養管理・食事づくり支援 15回 当事者宅・キッチン 16 希望申込みの母18人

家計管理 1回 当事者宅、相談室 1 希望申込みの母1人

整理収納 2回 当事者宅 2 希望申込みの母2人

くらし改善支援時の託児 2回 もこルーム 2 母子くらし改善実施時の子ども2人

4回 ４会場 4 もこママ延31人

0 0

てごうし隊研修

面会交流支援者研修 9回 ＺＯＯＭ 9 面会交流支援員49人

1回 福山市かんなべ市民交流センター 2 一般参加者・当事者・支援者30人

1回 2

DV防止啓発講座 10月21日 福山市東雲学区PTA 2 一般参加者54人

女性の心のケア講座 0 0

性の健康教育「せーの！」 0 0

プレケア 0 0

防災講座 0 0

1回

子育て世帯向けメルマガ発行 0 0

他(取材など） 1回 事務所 1 福山市SDGｓプラットフォーム

その他(合計） 18回 18

講演依頼 8回 ZOOM、コクリコ堺、松山福祉会館 8 参加者418人

その他(研修会参加など） 10回 関係機関、ZOOM 10 こどもステーションの支援員10人

2回 事務所

１８１日 事務所 181 事務局・理事181人

1回 つるべ和室 9 正会員18人

2回 事務所 11 理事・事務局・監査11人

11回 事務所 54 運営メンバー(事務局含む）54人

46回 ZOOM、福山会場 46 こどもステーションの支援員46人

アウェアFネット(役員会、他） 31回 ZOOM 35 こどもステーションの支援員31人

34回 関係機関 34 こどもステーションの支援員34人

（２）その他の事業
　 なし

705

情報発信

各種講座

◆広報・啓発事業

保育サポーター新人実施研修

DV／ひとり親家庭支援員研修

普及啓発事業★

その他

もこママ研修

12回 12 もこママ専門員延71人ＺＯＯＭ

◆その他、目的を達成するために必要な諸事業、子

963

ハートラボ管理運営・協議会

事務局運営

理事会

ひとり親家庭サポート団体全国協議会(理事会、情報交換会等）

他団体・他機関との連携

その他

総会

運営会議

1,553

カウンセリング

相談(他事業活動以外の相談）

特別カウント

同行支援

アウトリーチ支援(合計)

母子くらし改善

その他

◆相談・アドボケート事業

905

面会交流支援者養成★

その他


